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（日本） 金融ｼｽﾃﾑﾚﾎﾟｰﾄ（10月号） 月例経済報告関係閣僚会議 消費者物価指数（全国9月、東京

貿易統計（9月） 都区部10月）

日銀営業毎旬報告 完全失業率（9月）

（10月20日現在） 家計調査（9月）

基調的なｲﾝﾌﾚ率を捕捉するため

の指標（速報）

（海外） 米　ＮＹ連銀総裁講演 米　S&P・ｺｱﾛｼﾞｯｸ/ｹｰｽ･ｼﾗｰ 米　新築住宅販売（9月） 米　週間新規失業保険申請 米　雇用コスト指数（7-9月）

米　ｾﾝﾄﾙｲｽ連銀総裁講演 住宅価格指数（8月） 件数（22日終了週） 米　7-9月ＧＤＰ（速報）

米　ﾊﾟｳｴﾙＦＲＢ理事講演 米　消費者信頼感指数（10月） 米　中古住宅販売成約指数 米　ﾐｼｶﾞﾝ大学消費者ﾏｲﾝﾄﾞ指数

独　ﾄﾞﾗｷﾞECB総裁講演（ﾍﾞﾙﾘﾝ） （9月） （10月）

欧　ﾕｰﾛ圏景況感指数（10月）
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＜レポ＞＜レポ＞＜レポ＞＜レポ＞
足許GCは週初△0.09%近辺の出合い。短国の発行日である20日受渡、24日受渡共にレート上昇は小幅にとどまり、概ね△0.08%台で取引された。週末には短国・国債
買入オペが合計3兆50億円オファーされ、 △0.09％台に低下し越週した。 SC取引では10年344回債が週を通してbidが多く、週末には△0.10%台半ばの出合いが見ら
れた。その他2年367・368・369回債、5年124・127・128・129回債、10年323・329・330・332・338・340・341・342・343回債、20年158回債、30年52回債、40年9回債などに
引合いが多く見られた。

＜インターバンク＞＜インターバンク＞＜インターバンク＞＜インターバンク＞

今週の日銀当座預金残高は、週初314兆円台から始まり、週央には国庫短期証券発行日に312兆円台まで減少したものの、

その後は日銀オペ等で増加し、週末には314兆1,200億円となった。無担保コールＯＮ物は、20日の市場レベルBCP・3市場

合同訓練の一環として行われた取引を除くと、概ね▲0.07～▲0.03％で取引された。同加重平均金利は、新積み期に入った

こともあり、週初は▲0.048～▲0.041％で推移した。その後は、BCP訓練実施日及び週末となる21日に▲0.035％まで上昇し

た。ターム物は1～2Ｗ物が▲0.035～▲0.025％で取引された。18日に本年7月29日の金融政策決定会合で新設された米ド

ル資金供給用担保国債供給が初めて実施され、応札額2億円・全取レート▲0.10％となった。17日に公表された日銀地域経

済報告では全9地域のうち、東海の景気情勢判断を個人消費の一部に弱めの動きがみられるとして、前回判断（7月）から引

き下げ、熊本地震の影響が和らいだとして中国、九州・沖縄の景気情勢判断を引き上げた。その他6地域は、変化がなかった。

来週の材料は国内では金融システムレポート（24日）、9月消費者物価指数（28日）があり、海外では、米7-9月GDP（28日）が

ある。

＜ＣＰ＞＜ＣＰ＞＜ＣＰ＞＜ＣＰ＞
今週の入札発行額は約7,900億円で、期落ち額約3,200億円（金融機関・ABCP除く）を大きく上回った。期明けで鉄鋼や

石油、カードと幅広い業種の大型案件が見られた。

a-1格相当銘柄の3M物入札発行レートは、0.0010％割れで推移した。

現先レートの中心は、-0.100％～0.000％程度で推移した。

＜ＴＤＢ＞＜ＴＤＢ＞＜ＴＤＢ＞＜ＴＤＢ＞

20日に国庫短期証券3Ｍ第641回債の入札が行われたが、最高落札レートは△0.2493%（前回債△0.2735%）、平均落札レートは△0.2545%（同△0.2925%）と前回債と比

べて利回りは上昇した。セカンダリーは3Ｍで△0.30％近辺の地合いとなっている。6Ｍは目立った出合は見られず、1Ｙは△0.335％近辺の地合いとなっている。来週

27日に3Ｍの入札が予定されている。


